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フ
ユ
ル
デ
ナ
ン
ド
•ラ
ッ
サ
ル
€
獨
逸
勞

#

者

(

3

) 

全
獨
逸
勞
働
者
同
盟
の
終
始

——

結

論

，

十
四

泉

•.•.■冬

十
f e w *

「

公
開
答
狀

」

は

®

か
に
雄
篇
で
あ
る
。

■

其
主
張
は
理
路
井
然
と
し
て
文
萆
は
雄
勁
で
あ
つ

'
 

ラ.ッ
ナ
グ
は
實
に
自
信
を
以
て
之
；を
公
に
し

^

の
で

あ
る
。
彼
れ
は

r

答
狀

」

に
對
し
て
典
昔
マ 

ル
チ

^

ル
ク
テ
ル
が
牛
ッ
テ
ン
ベ
〃
ヒ
城
內
の
寺
院
に
揭
記
し
た
論
難
文
九
十
五
篇
に
卿
す 

るV
J

同
樣

0
反
響
を
斯
待
し

' 力
と
傅
へ
ら

'■れ
て
居
る
。
勿
論
ラ
ッ
サ
ル
が
實
際
是
程
の
自
信 

を
懷
.い
て
居
た
も
の
ヾ

」

、す

れ
ば
恐
ら
く
失

M

を
禁
レ
得
な
か
つ
た

で

あ

ら
ぅ
。

事
實
は
遙
か 

に
彼
の
期
待
に
及
ば
な
か
つ
-た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
兎
に
啊

「

答
狀

」

は
ラ
ィ
ブ
チ
ヒ
委
員

I
 

I

の
多
數
を
満
足
せ
し
め
る
と

.
同
時
に
ラ
ィ
ズ
チ
ヒ
、ハ
ム
ブ
ル
ダ
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
及
び
萊
因 

諸
地
方
に
於
：け

i

1

部
#

働
者
の
熟
情
を
以
て
迎
へ
る
所
と
爲
つ
た
。
併
し
大
な
る
反
響
は 

勞
働
赛

0

\
lf
f

l

か
■?
>
■

#

ろ
ラ
ッ
ナ

■

ル
の
敵

11
1

|

か
.

ら
'
 
M

/

\

z
 

V」
.

が

出
來
た
や
ぅ
で
あ
る
。

「

答
狀

j

-

^

は
眞
に
進
步
黨
を
激
澈
せ
し
め
た
。
旣
に
述
べ

/2
る
如
く
進
步
黨
'.は
民
權
民
意
の
代
表
潘
と

し
て
官
僚
政
府
に

S

杭
し
て
居

^
。
而
，し
て
進
步
黨
の
强
味
は
一
つ
に
其
民
意
の
代
表
者
と 

し
て
承
認

3

れ
て
居
る

I

事
に
存
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
然
る
に

「

憲
法
爭
圆

」

正
に
酣
な
ら
ん

. 

と
す
る
時
に
當
つ
て
彼
等
は

「

人
民

」

の
問
に
背
信
者
を
見
出
し
々
の
で
あ
る
。
ビ
ス
マ
ル
ク
の 

政
府
は
眞
に
民
意
を
代
表
す
る
も
の
に
非
ず
ど
の
ロ
實
を
以
て
避
步
黨
を
腿
迫
せ
ん
マ

」
し
た

o 

釕
も
此

ll
i

R

&
し

V

進
步

.黨

h
y
>
M
步
黨
は
決
し

V

民
意
の
代
表
者
に
非
す
、少
く
も
勞
働 

漭
の
利
害
を
代
表
す
る
も
の
に

#

す」V」

叫
ぶ
者
を
其
背
後
に
聞
い
及
の
で
あ
る
。
而
し
て

®
 

み
て
民
主
々
義
渚
共
和
主

*

漭
を
以
，

y

自
任
す
る
ラ
ッ
サ
ル
を
其
處
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
 

彼
は

m

ち
に
進
步

m

の
僧
惡
の
焦
，點
ビ
な
つ
た
。
彼
等
は
直
ち
に
官
僚
の
走
狗
を
以
て
、彼

?: 

.見
た
。
進
步
黨
が
感
情
の
上
か
ら
、又
自
衛
の
必
要
上
有
ゆ
る

.手
段
を
_

じ
て
ラ
ッ
サ
ル
の
連 

動
に
妨
害
を
加
へ
や
ぅ
ど
し

'た
の
は

.誠
に
當
然
の
事
で
あ
る
。
中
産
階
級
は
反
動
の
極
端
こ 

走
ぅ
窗
目
的
に

「

公
開
答
狀

」

を
批
雛
し
た
。

「

答
狀

」

に
含
ま
れ
た
る
矛
盾
、其
趣
論
的
欠
.陷を
揩
摘 

す
る
こ
ビ
を
な

3

ず
し
て
た

C
包
括
的
に
之
を
排
斤
し
た

O

而
し
て
反
動
の
勢
の
趨
ぐ
所
シ 

ユ
ル
ッ
ユ
デ
タ
ッ
チ
の
如

§

資
本
主

.
'義
の
批

評

家
も
亦
資
本
ま
義
、自
由
主

*

の

M

m
者
た
る

:̂
- 
'一
4

: 

(

一
E

一
jr)

論

：

課

.フh

ル■デ
ナ
ラ
ツ
サ
ル
ミ
獨

.逸

勢

働

者

J
十

摩
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六六

に
倾
く
に
至

o

犮
の
で
あ
る
。
之
を
稍

;

ド
グ
マ
チ
ッ
ク

!;
«

表
は
せ

.ば「

公
，開
答
狀
獨

i 

勞
働
者
階
級
に
市
民
階
級
ビ
異
泫
る
別
の
利
害
あ
る

t

と
を
敎
へ
た
許

i

で
な
く
同
時
に
又 

.

市
民
階
級
に
對
し
て
其
特
別
な
る
階
級
利
害

-0
自
覺
を
促
が
，し
た
も
.の
ビ

.云
ふ

.事
が
出
*
る 

の
で
あ
る
。

1

八
六

三
年
五
月
ニ
十
三
日

ド

レ
工
ス
デ
ン
、ラ

ィ
ブ
チ
ヒ
、伯
林

«

顰

及
び

萊
因
諸

市
ょ
り 

.の
代
表
者
十
二
人
に
依
て
全

.獨
逸
勞
働
#
同
盟

A
H
g
e
m
e
i
n
e
r

 Deutscher Arbeiteverein

は
ラ

ィ
プ 

チ

ヒ
に
劍
立
さ

れ
、ラ

ッ
ナ
ル
は
其
總
裁
に
撰
ば
れ
た
。
ラ
ッ
サ

ル
が

友
人

Z
i
e
g
l
e
r

と
共
に
起 

草
し
た
黨
則
の
第
一
條
は
同
盟
の
政
綱
を
明
に
す
る
。
日
く

「

：.：•獨
逸
勞
働
者
階
級
の
社
會 

的
利

害
は

#

通
直
接
選
擧

.fe
に
依
て
の

み
寒
全
に

代

表

せ
，ら
れ

X

社
會
階
級
の

a

櫟

は
是
に 

依
て
の
み
排
除
し
得
ら
る
と
の
確
信
に
进

づ

き
、同

is
は
平
和
適
法
の
手

®

就
十
輿
論
喚
®
の
 

手
段
に
訴
へ

-
普
通
平
等
直
接

®

擧
法
の
實
現
を
期
す
る
も

®

な
り

」

酣
し
て
其
他
の
點
に
於
て 

吾
冷
の
：看
過
す
る
こ
と
能
权

'ざ
る
は

「

同
监

」

が
甚
し
く
專
制
的
中
央
集
權
的
に
祖
織
さ
れ
て
あ 

る
事
で
あ
る
。
任
期
を
五
年
と
す
る
總
裁
の
手
中
に
は
殆
ど
悉
べ
て
の
重
要
な
る
權
限
が
置 

か
れ
七
ぁ
る
。
彼
は
適
：

.當

V」

認
む
る
時
適
當
ど
認
：む

.
'る
副

«1
裁
を
任
命
し
、大
會
、委

.負

會

：
を
.
召

集
し
、委
員
に
欠
あ
る
時
は
適
當
ビ
認
む
る

'補
欠
者
を
指

«.
す
る
。

一二言に

し
て

云
へ
ば
哄
れ 

t
1
H1 1
.ft
.裔

R
於
て
執
政
貧
の
權
'力
を
撣
ふ
の
で
あ

る
。

今

H
a
r
m
s

の
言
葉
を
引
け
ば
、今
や 

「

艦
は

賑
‘裝

せ
.ら

れ
勇
敢
'な

る
乘
組

員
は
戰
鬪

部
署
に

着

き
、司
令
官
は
艦
橋
に
立

ち
、社
會
民

主 

冷
幾
の
號
旗
は
墙
礙
に
揭
げ
ら
れ
た
。
ラ
ッ
サ
ル
が
少
年
時

0
夢
は
'遂
に
實
現
農
た
の
で 

あ
る
。

十
；

ぉ
乍
ら
全

*

逸
勞

-#
者
同
监
の
發
途
は
必
し
も
滿
足
す
可

§

も
の
で
は
な
か

o

た
の
で
あ 

る
。
ラ
ッ
サ
ル
は
先
づ
此
運
動
に
對

_
す
る
榮

«

者
.
の
冷
淡
に
憤
慨
し
た
。
創
立
後
三
ヶ
月
に 

し
て
同
盥
は
九
瓦
の
辟
志
を
.糾
合
す
る
こ
^
が
出
來
た
。
併
乍
ら
ラ
ッ
サ
ア
の

^

次
®
か
こ 

大
&

い
の
で
あ
：る
。
彼
は

.焦
慮
し
た
。
冷
淡
な
の
は
民
衆
許

6

で
は
な
い
。
彼
れ
は
始
め
幾 

多
知
名
の
士
の
應
援
を
豫
期
し
て
居
た
。
然
る

.
に
彼
れ
：、が
豫
期
し

^

識
.者
の
大
多
數
は
參
加 

を
拒
絕
し
た
。
就
中
ラ
ッ
サ
ル
を
最
も
失
望

3

せ
た
の
は
彼
れ
が
深
く
信
賴
し
て

g

た
ロ
ォ 

ド
ベ

,
グ

ス
の
拒
絕
で
あ
つ
だ
。
此
保
守
的
な
る
國
家
社
會
主
義
者
は
ラ
ッ
サ
ル
の
主
張
す 

る
生
座
組
合
に
對
し
て
異
見
を
抱
く
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時
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六.八
 

だ
，
.つ
.た
の
で
あ

-る
。
ラ
ツ
サ
ル
も
ロ
オ
ド
ベ
ル
ツ
ス
許
ぅ
は
餘

.程

.斷
念
し
兼
ね
た
ら
し
く
、再 

三
懇
請
を
繰
返
し
、若
し
之
に
代
る
可
き
逾
當
の
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
生
產
組
合
の
主
張
'.
は
必 

し
.も
固
執
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
ビ
ま
で
讓
步

.し
て
居
る
。.
二
八
六
三
年
四
月
ニ
十
二
日
附
ロ
オ
ド 

ベ
ル
ツ
ス
宛
書
傭

)
其
に
も
拘
ら
ず
ロ
ォ
ド
ベ
ル
ツ
ス
は
遂
に
最
初
の
決
心
を
反
^
な
か
つ
た 

の
で
あ
る
。
懷

«

に
堪

.
へ
ず
し
て
ラ
ツ
ナ
ル
ば
此
年
六
月
、事
務
を
副
總
裁
オ
ツ
ト
オ
•ダ
ム
メ 

ル
に
托
し
避
暑
の
爲
め

V
Jff
i

し
て
國
外
に
旅
行
し
た
。

ン
旅
行
中
彼
れ
は
深
く
全

■

逸
勞
働
考
同

«

の
前
途
亿
就
て

#

へ
/2
。
成
功
を
急
ぎ
目
的
の 

.爲
め
に
乎
段
.を擇
ば
ざ
る

 

一

V

ツ
サ
，
は
玆
に
一
の

'誘
惑
を
：感
せ
ざ
る
を

#

a
か
つ
た
の
で
あ 

る
。
会
れ
は
ビ
ス
マ

 

>
 
ク
に
秋
波
を
送
る

——

若
し
く
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
秋
波
に
應
へ
る

——

 

事
で
あ
つ

/2
。
而
し
て
此
點
に
關
し
て
ラ
ツ
ナ

^

の
態
度
は
兎
に
角
公
明
正
大
を
欠
き
進
步 

黨
；
9

批
雛
に
對
し

.て
充
分

.人
を
首
肯
せ
し
む
る
に
足
る
辯
解
を

.與
へ
る
事
が
出
來
な

'か
つ

/2 

の
で
あ

る

。

M

時
如
何
に
し
て
ラ
ツ
ナ

ダ
は
ビ
ス
マ
ル
ダ
に
接
近
し

*

か
。

(

若
し
く
は
如
何 

K

し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
は
ラ
ツ
サ
ダ
に
接
近
し
た
か

)
一

切
の
臆
測
を
，避
け
る
な
ら
ば
之
に
對
し 

V

は
明
確
に
答
へ
る
こ
ど

.
は
出
來
ぬ

o

兎
に
角
、一
八
六
三

——
六
四
年
の
交
ラ
ツ
サ

v

が
®

丨ビ

!
1

I

I

1

1

!

I

I 
1

ス
.

マ■ル
ク
.と
會
見
し
て
普

‘
通
選
：擧
及
び
生
產
組
合
の
：間

題

を
論

じ

/
a

事
.は
.
今
日
周
知
の
事
質 

で

あ

る

た

、
是

.以
上
の
詳
細
に
就
て
は
ラ
ツ
サ

\

0

死
後
ハ
ツ
ツ
フ
ユ

,

ド
伯

«

*

\

 

か
ら
出
た
社
會
民
主
黨
侧
の
報
導
と
、ビ
ス
マ
ル
ク
自
身
の
言
明
ビ
の
間
に
，は
不
一
致
の

f i 

が
甚
た
多
い
。

而
し
て
菩
冷
は
其
何
れ
を
も
無
條
件
に
は
信
ず
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ 

る

.0

.

:

 

‘

ラ
ツ
サ

,

1
ビ

ス
マ

ダ

ク
の

交
涉
は

「

八
七
八
年
.ビ
ス
マ
ル
タ
が
社
會
黨
鎭

M

法
案
を
提 

出
し
た
時
、是
に
關
聯
し

.て
べ
工
ベ
，
が
之
を
帝
國
議
會
に
公
表
し
た
。
是
に
從
へ
ば
ラ
ツ
サ 

パ
は
一
八
六
三

I

六
四
年
の
，交
毎
遇
三
四
囘
ビ
..ス
マ
ル
ク
と
會
見
し
て
ニ
つ
の
問
题
を
谕
じ 

た
0
即
ち
緊
急
勅
令
を
以
て
即
刻
普
通
選
舉
を
實
施
す
る
こ
ど
及
び
生
產
組
合
に
對
し
て
國 

庫
の
補
助
を
給
す
る
の
問
題
.で
あ
る

。
.

ビ
ズ
マ
ル
タ
は
全
然
ラ
ツ
テ

,

の
K

に
服
し
、
/
a

^
普 

通

選

擧

は

coC
M
e
s
w
i
g
l
H
c
l
s
t
e
i
n

の
問
題
が
解
決
す
る
^
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ビ
ぶ
、
た
。

此
意
見
の
相
違
の
爲
め
に

 

一|

人
の

.交
際
に
は

0
0
が
生
じ
た
。

而
し
て
其
‘際
交
際
を
斷
つ
た 

の
は
ビ
ス
マ
ル
ク
で
な
く
て
ラ
ツ
サ
ル
で
あ
つ
た
と

' 云
ふ
の
で

^

るo

之
に
對
し
て
ビ
ス
マ 

パ
ク
.の
答
へ
て

0

ふ
。
ま
.こ
ビ
に
ラ
ツ
サ
ル
ビ
普

®

選
擧

.の

.問
題
.を
論
じ
は
し
た
。

併
し
之
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'フ

ナ

ン

ド

，
ヲ

ツ

サ

シ

w

獨

逸

勞

働

省

.
第

十

彼

 

七
o

を

緊

急

勅

命

を

以

て

實

施

す

る

と

云

ふ

が

如

き

は

問

)®
•(
•
!
な
ら
な

か
つ
た
の
み
な
.ら
ず
是
は 

、
 

自
分
の
思

a

も
及

.ば
ぬ
所
で
あ
る
。
又
生
產
齟
合
に

.關
し
て
は

•

「

今
日
：と
雖
も
其
無
用
な
る
こ 

\
 

と
を
倩
ず
る

.こ

.と
は
出
來
ぬ

」

た》

當
時
政
界
の
事
情
が
其
實
施
を
：許

3

な
'か
つ
た
許

6

で
あ

T

ん
_ 

るVJ。

而
し
て
ビ
ス
マ
ル

.ク
に
從
へ
ば
最
初
會
見
を
求
め
た

0
は
ラ
ツ
サ
ル
で
あ
つ
て
ビ
ス 

い

:

マ
ル
ク
で
は
な
い
而
し
て
ビ
ス
マ
ル
タ
は
單
に

1
片

0'
好
意
が
ら
此
希
擧
に
應
じ
た
の
で
あ

る
。

「

ラ
ツ
ナ
ル
は
余
に
抑
も
如
何
な
る
，も
の
を
提
供
し
得
た

o
し
か
。
彼
は
其
背
後
に
何
物 

:

': 

，
を
も
有
せ
ざ

$

き
、ー
切
政
治
上
の
會
商
に
於
，て
問
題

•は
常
に

d
o
u
t
d
e
s

 

(

與
.へ
ょ
、然
ら
ば
吾
亦

與
へ
ん

)

な
り

。

s Wa
s

 

kannst 

dii 

armer TeufeL 
g
e
b
s

 ?

な
ラ
ツ
サ
ル
は
國
.務
大

E

'/
2
る

®
ff
i

に
 

與
ふ
可

&

何
物
を
も
有
せ
ざ

•
り
き

」

會
見
は
前
後
を
通
じ
七
四
度
を
出
で
な
か
つ
た
。
其
會
見 

\ 

に
於
て
ビ
ス
マ
ル
ク
は
少
し
く
語
办
て
多
く

_

き
ラ
ツ
ナ
ル
は
少
し
く
聽
て
多
く
語
つ
れ
。

，

.

.

.

. 

' 

,

而
し
て
其
談
話
は
最
も

ft
快
に
し
て
面
白
く
、ビ
ス
.マ
火
ク
.は
常
に
會
見
の

：

終

&

と
な
る

を
悲

■V
-
:
.
.
.
' 

. 

. 

,

ん
'た
と
云
ふ
。
即
ち
ビ

ス
マ

ル
ク
は
ラ
ツ
サ

"
ビ.の

•交
涉
を
；以

y
,

何
等
政
治
上
の
意
味
な
き 

つ
 

純
然

/
a
る
私
の
交

^
な

P

と
主
張
し
や
ぅ
ビ
す
る
の
で
あ

る
。
併

し
是
は

吾
々

の
容
易

に
酋

萄
_

t

■

ク
、V

パ

,, 

肯
し
雛
き
所
で
あ
る
。

「

ラ
ツ
サ
ダ
は
余

.
に
抑
も
如

何
.；

な
る
も
の
幺
提

供

し

得
た

i

-
し
.

か

、.•
 
•
 
•

c 

ぐ
.

..
- 

... 

, 

.

. 

: 

.

.

. 

•

■

.
:彼
は

國
務
大

S
i

た
を
吾
蕺
に
與
ふ
可

I
何
物
を
も
有
せ
ざ

ク

き」

匕
.

V

ビ
ス

ャ
ル

ク
.
は
云

.

.ふ
。
 

併
し
當
時
政
界
の
情
僞
に
通
ず
る
も
の
は
決
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
の
此
冒
葉
に
耳
を
傾
げ

な
.か 

つ
^

で
あ
ら
ぅ
。

實
際

.ラ
ッ
ナ
ル
は
ビ
ス
マ
ル
タ
に

S

供
す

可
&

——

多
く

の
物
に
非
ざ
る

ま
.で
も

-

-
或
物
を
有
つ
て
居
た
の
で
あ
る
。

ラ
ッ
サ

ル
と
ビ

ス
マ
ル

ク

V
J

は
共
通
の
敵
を

持
て
居
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
に
取
て
勞
働
者
階
級
を
進
步
黨
に
背
，か
せ
や
ぅ
と
す
.る
ラ
ッ
ナ
ル 

の
事
業
が
成
功
す
る
か
失
敗
に
終
る
か
は
決
し
て
冷
淡
に
傍
觀
し
得
る
事
柄
で
は
な
か
つ
た 

の
で
あ
る
。
加
之
、ビ
ス
マ
ル
ク
は
其
就
任
の
始
め
自
ら
間
諜
を
放
つ
て
進
步
黨
と
勞
働
者

VJ 

の
離
間
を
試
み

^

ら
し
い
證
跡
さ
へ
擧
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

(

ビ
ス
マ
氷
ク
就
任
の
當
時
、素 

性
不
明
な
る

.一.
勞
働

*
E
i
c
M
e
r

な
る
も
の
ラ
ィ
ブ
チ
ヒ
勞
働
卷
委
員
會
の
間
に
現
は
れ
て
噴 

に
進
步

«

と
の
斷
絕

?:
論
じ
た
が
、言
行
に
矛
；盾
多
き
爲
め
#
働
蕃
間
に
信
用
を
墜
し
て
姿
を 

晦
ま
し
た
。
然
る
に
後
年
人
は
伯
林
警
視
廳
の
一
警
吏
ど
し
て
再
び
ョ

&

9
を
見
出
し
た
の 

で
あ
る
。

)

.
成
程
テ
ッ
ナ
ル

I
.ビ
ス
マ
ル
ク
の
#
見
は
遂
に
何
等
の
具
體
的
協
約
に
終
ら
な
か 

つ
た
の
は
事
實
ら
し
い
。
併
し
を
れ
は
此
會
見
が
當
初
か
ら
政
治
±
‘の
意
味
を
持
つ
て
居
な 

か

0

た
か
ら
で
は

.な
く
彼
等
の
交

.涉
•に
於
て
遂
に
代
價
、の
協
定
が
成
立
し
な
か
つ
た
か
ら
で

策十一

卷

a

H
ニー)

論
說
ブ
エ
少
デ
ナ

.ソ
ド
*ヲ
少
サ
ル
と
獨
逸
勞
働
洛
浓
十號
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號 

七
ニ

あ
‘
る
と
解

#

す
る
の
が

^

當
で
あ

.ら

.
ぅ
o

前
に
述
べ

/2
通
ぅ
、ラ
ッ
サ
ル
が
何
時
如

.何
に
し
て
普

.國
宰
相
に
接
近
し
た
；か
は
詳
で
な
い 

が
、I

八
六
三
年
の
秋
旅
行
を
終
へ
て
伯
林
に
歸

.つ
た
ラ
ッ
サ

y
が
萊

B

M
方
遊
諕

I

ラ
ッ
サ 

ル
の
所
謂
閱
兵

—
の
途
.に
上
る
や
、人
は
ビ
ス
マ
ル
ク
に
對
す
る
彼
れ
の

.fi
度
が
明
か
に

 

ー
« 

し
た
こ
マ

」

を
1

め
た
。

九

月

ニ
十
日
ょ

-

十̂
日
に

ー
旦
-cs

彼
れ
が

Barmen, 
s

a

F
g
e
n及
び

D
&
s
e
r

 

CL
o
r
f諸
市
に
於
て
試
み
た

「
祝
祭
、新
聞
紙
並
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

«

員

®

議」

d
o-
. 

1

0
 

&
0 

Presse 

und 

der Frankfurter A
b
g
e
o
r
d
n
e
t
e
n
t
a
g

ビ

題
す
る
演
說
は

實

にH
e
r
m
a
n
n

 

O
u
c
k
e
n

の
日
ふ
が
如
く

「

、ビ
 

.ス
マ
ル
ク
に
對
す
る
愛
の
吿
白

」

だ
つ
た
の
で
あ
る
。
之
ょ
：

C
S

先
き
七
月

j

日
普
魯
西
政
府
は 

政
府
に
不
利
益
な
る
言
論
に
歷
迫
を
加
ふ

.る
爲
め

.新
聞
紙
條
例
を
發
布
し
た
。

一
方
、

g

逸
國 

民
は
所
謂
憲
政
擁
護
の
爲
が
に
奮

_

せ
'る
普
國
下
院
議
員
の
名

#

の
爲
め
に
各
地
に
視
祭
•を 

他
す

V
J

同
時
，に，ビ
ス
マ
ル
ク
に
對
す
る
示
威
運
動
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
,
ト
に
議
員
大
會
を 

召
集
し
た
。

ラ
ッ
サ
ル
は
此
兰
つ
の
時
事
問
題

-?
:
捉

へ、
誇
張
曲
解
の

.辯
を
弄
し
て
誹
謗
の
'矢 

を
進
步
黨
に
放
つ
た
の
で
ぁ
る
。
第

一

彼
：れ
は
進
步
黨
の
諸
新
聞
が
新
聞
紙
條
例
に
®
服
し 

て
政
治
ギ
論
じ
な
く
な
っ
た
無
氣

‘カ
を
嘲
け
ろ
た
。

併
し
之
れ
は
.惡
意
に
出
で
た
も
の
な
る

乙

ど
を
蔽
ふ
こ
迄
が
出
來
な
い
。
元
來
ビ
ス

.

マ

ル

ク

の

目

的

は

新

聞

紙

條

例

('
:

依

て

言

論

を

制
限
す
る
に
あ

•
る
の
で
は
な
く
、寧
ろ
新
聞
紙
の
言
論
を
之
に
抵
卿
せ
し
め
其
を
機
會
ビ
し
て

反
對
黨
新
聞
を
撲
滅
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
。
然
る
に
進
步
黨
の
諸
：新
‘聞
は
巧
み
に
政
治
問
題

を
囘
避
し
て
沈

®

を
守
つ

*

爲
め
に
ビ
ス
マ
ル
ク

0
計
略
は

«

齬
し
た
の
て
あ
る
。
ラ
ツ
サ

ル
は

t

論

31
內
情
に
通
じ
て
居
た
、而
し
て
知

.

C
S

つ.、
進
步
黨
の
無
氣
力
を
攻
擊
し
た
の
で
あ

る

「

®

祭」

に
s'
す
る

ラ

ツ
サ

V

の
批
評
も
亦
同
軌

R
出
で
ぐ
居
る
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

議
員

會
議
に
就
て
も
同
樣
で
あ
る

C
彼
れ
は

「

國
民
同
盟

/
國
民
同

®V」

進

步

黨

と

殆

ど

同

一

體

：な
る

こ
と
は
前
に
記
し
た

)

の
首
領

B
e
l
m
i
g
s
e
p

の
閉
會
の
辭
を
软
ら
に
曲
解
し
て
之
に
批
難
を
加
へ

た
。
ベ
ン
二
ダ
セ
ン
は
日
ふ
、吾
#
固
ょ
上
半
命
を
欲
せ
ず
又
之
を
能
く
ぜ
ず
と
雖
も
政
府
に

し
て
今
譲
步
す
る
こ
と
な
く
ん
ば
、他

-日.に
至
て
革
命
起
る
も
吾
人
は
其
責
に
任
ず
る
こ
と
能

は
ず
と
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
之
は
革
命
を
仄
め
か
し
て
政
府

?:
脅
威
，せ
ん
ビ
し
た
も
の
な
る

こ
と
は
何
人
の
目
に
も
明
か
で
あ
る
。
ラ
ツ
ナ
ル
は
此

0.
明
白

.な
意
味
を
故
ら
に

|«
1
_
»し
て
、

彼
等
は
革
命
を
欲
，せ
ず

'即
ち

吾
等
の
民
主

5

運
動
ビ
は
沒
交
：渉
で
あ
る

ビ

宣
告
し
た
の
で 

あ
る

o 

. 

. 

—

站
i

怨

2

三
ニ
三)

0

m

フ

デ

ナ

ゾ

ド

。
ヲ

ッ

サ

ル

と

獨

逸

勞

磡

希

货

卜

號

七

三
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怨
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ニ
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論

0

フ
泌
ル
デ
ナ
ゾ
ド

*ヲ
-ソ

サ

ル

と

獨

逸

勞

働

对

绾

十

號 

七
四

.

.

.

.

.

.

.

.
斯
の

如

く

民
主
々

.義

.又：ば
、社
會
民
主
々
義
の

.名
に

於

y

進
•
黨
に

向

て
は
誹
謗
の
矢
を
放 

ち

5:
,が

ら
ラ
：ッ

ナ|ル

は
»

に
，j 
■一一一日
の

«

»

'5:
ビ
.ス

マ
ダ
ク
に
は

.
加

へ
な

.泣

つ

た
の
み
.な
ら

ず 

演
說
中

.に
は

「
進
步
黨
の
諸

®

は
K
豸
く
。。

B
i
s
m
a
r
c
k

を
焦
.慮
せ
し
め
ん
が
洗
め
獨
逸
聯
邦
諸
ゐ

フノォン％ヒ
ス
マ
ル
ク

ス
マ
ル
ク
と
施
火
を 

個
の
货
子
に
し
て
進 

I

あ
る

^

■

で
あ
る
。

に
秋
波
を

.送
ぅ
つ
、
あ
る
。
彼
等
は
聯
邦
諸
公
に
媚
び
る
こ

^

に
依
'て 

5:
脅
か

^

ん
ビ
す
る
の
で
あ
る
。
卑
劣
な
ら
ず
や
：
：
#
人
は
假
に
ビ 

交

ふ
る

も
猶
且
つ
眞
理
は
之
を
否
定
す
可
ら
す
、

フ
ォ
ン
•ビ
ス
マ
ル
ク
一 

步
黨
諸
氏
は
老
婦
女
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

(

大
意

)
V」

云
ふ
が

如
き
、

一

節
さ

進
^
黨

■
は
之
に

.
對
し
.て
固
ょ
り
平
か
で

な

い
。

九

月

—*
一.
十
七

日
ラ
ッ

r

ル
か

g
c
l5*
g
。
㈡に
於
て

同

じ
演
說
を
繰
返
す
や
進
步
黨
に

.屬
す
る
勞
働
/者
が
妨
害

?:
.試
み
た
の
は
異
し
む
に

足
ら
ぬ
。

ラ
ッ
サ
ル
派
の
勞
働
者
は
直
.ち
に
暴
行
を
妨
害
者
に
加
へ

■た
。
そ

乙

で

散
す
る
所

V
J

な
つ
た
？
於
此
ラ
ッ
サ
ル
は

「

ラ
ッ
サ

,

萬
歲

J

を
連
呼
す
る

ゐ
て
鄉
促
局
に
赴
き
、

(

會
場
か
ら
郵
便
局
ま
で
道
程
十
五

.^
。
勞
働

*

の

し
た
る

時
、最
後
の
も
の
，
は
.未

だ

遠

く

會

場

を

離

れ

ざ
&

し

と

傅

へ
ら
れ

ビ
久
マ
ル
ク
に
發
し
た
。

 

‘

て 先 數 會  

あ 頭 千 は  

る が の 遂  

左 郵 勞 に  

の 便 働 市  

電 局 潘 長  
報 に を の  

を 達 率 解

「

進
步
黨
に
馬
す
る
當
市
々
長
は
銃
劎
を
以
て
武
裝
せ

る
憲
.兵

V〕

抜
劎
せ
る
巡
赍
ご
を
率
ゐ 

て
臨

場

し

何

.等

適

法

の

理

由

な

く
し
て

.佘
が
召
集
せ
る
勞
働
卷
集
會
に
解
散
を
命
じ
た

6
,
0 

結
11
法
に
基
、

つ
き

抗
議
し
た
れ
ど
も
聽
か
れ
ず
、民
衆

——

I

會
場
に
入
る
も
の
五
千
#
»
前 

に
集

^

る
も
の
數
千

.

.の
暴
行
は
、辛

じ
て
制
止
し
つ
、
あ

6
。

佘
は

今

憲
兵
及
び
佘
を 

拘.r

七
3

れ
た
る
も
の
と
課
信
せ
る
民
衆
ビ
に
擁
せ
ら
れ
て
郵
便
局
に
あ

b
。 

H

ル
ベ
ル
フ 

エ
ル
ド
勞
働
者
の
旗
施
は
沒
收

3

れ
た

6
。

即

刻

最

嚴

重

，な
る
處

e

を
取
ら
れ
ん
こ
ヾ

」

を 

請
ふ

」

。

•

是
.が
所
謂
電
報
事
件
で

あ
る
。
吾
々
は
深
く

立
.入
つ
て

il
f

c
s合
に
於
け

る

ラ
ッ
ナ
ル

の
，
5 

理
を
解
剖
す

る
こ
と
を

要
さ

‘
ぬ
。
併
乍
ら
-此
事
實

を
念
頭
に
於
て
而
し

てr

此
時

に
至
る
ま
で 

ラ
ッ
サ
ル
の
內
に
於
け
る

D
e
m
o
k
r
a
t

及
び

sozialist

はD
e
m
a
g
o
g
u
e

^
る

^

を
印
％
し
來
ぅ
し

1>
，
 

此
時
に
至
つ
て
デ
.マゴ

オ
ダ
は

民
主
々

_

者
及
び
社
會
ま
義
者
を
支
配
し
た

b」

と
云
ふ
批
評 

を
讀
む
遨
は
之
れ
を
失
當
な
す
る
理
由
を

.見
出
す
に
、
囷
し
む
で
あ
.ら
ぅ
。

た

，
少
し
く
ラ
ッ
ナ

ル
に
同
情
し
.て
解
释
す
れ
ば

.是
丈
け
の
事
は
云

a

得
ら
れ
る
。
前
に 

記
し
た
通

o

ラ
ッ
サ
ル
の
社
#
主
義
は
マ
ル
ク
ス
に
依
て
*
礎
を
築
か
れ
た
。
併
乍
ら
國
家

第
十1

卷

(

1

H
ニ
五〕

■ P

說

フ

'3
:

ル•デ
ナ
ン
ド
•
ラ
タ
サ
ル
と
獨
逸
勞
磡
港
，婼
十
號
 

七览
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1

三
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論
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7

H
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デ
ナ
ゾ
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ヲ-
ソ
サ
少
と
猢
逸
勞
働
洛
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十
號

 

七六

觀
若
■し

く
：也
政

.府
_舰

R
於
て

a
M
'者
：の

■

は
常

-̂
多
少

の

へ

間

隔

.
が
あ
.
つ
，
な
：の
で
あ
る
。

マ
ル 

ク
ス
に
從
へ
ば
歷
史
は
常
に
階
鉍
爭
鬪
の
經
過
に
外
な
ら
ぬ
と
同
時
に
國
家
若
し
く
は
政
府 

な
る
名
の
は
常
に
支
配
階
級
が
他
の
階
級
を

•腿
迫
椋
奪
す
る
爲
め
の
方
便
に
過
ぎ
な
い
。

「

共 

產

黨
宣
言

」

中
の
文
句
を
籍
れ
ば

「

近

世
國

家

の
政
府
な
る
も
の
は
要
す
る
に
全
市
民
階
級
の
共 

通

事
務
を

處
理

•す
る

i
委
員

會
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

」

*
し
て

然

6

ご
す
れ
ば

勞
働
者
階 

級
の
解
放
は

現
在

.

の
政
府
か
ら
何
等
の
助
け
を
求
め
る

こ
と

は
出

來
や

ラ

箸
が
な
い
、苦
し
出 

來
れ
ば
夫
れ

は
國
；家

の
自
滅

で
あ
る
。
故
に

g

は

ー
般
的

-«
象
的

R

は
國

家
を
容
認
し 

て
も
現
在

の
國
家
苦
く
は
政
府
に

對
し

V

•其

態
度
が

否
定
的

ど
な
る
の
は

當
然

で
あ
る
。

既 

に
®
三
記
し
た
如
く
ラ
ッ
サ
ル
も
亦
支

0 2

階
級
隆
替
の
說
を

*

ベ

る
に
方

つ
て
は

純
然
た
る 

M
a
r
x
i
s
t

で
あ

' る
。

0
し
て
一

.

時
代
に
於
て
支
，配
者
'階
■級
.は
.常
.に
國
，
政
の
桃

.を
獨

占
す
る
乙

ビ 

も
亦
明
か
に
承
認
し
て

居
る
。

併
し
彼
れ
‘は

近

世
國

家
の
政
府
を
以
て
，市
民
階
級
の
委
員
會 

V
J

觀
る
程
に
は
徹
底
し
な
か
つ
な
の
で
あ
る
。

tt
會
の
變
迦
は
要
す
る
に
支
配
卷
階
級
の

|1 

替

rc
外
な
ら
ぬ
。
併
乍
ら
國
家
は
此
隆
替
の
外
に
起
然

S
し
て

®
存
す
る
。
而
し
て
其
の

« 

然
た
る
國
家
永
遠
の
目
的
は
何
ぞ
や

V」

云

r

ば「

:…

人
類
の
使
命
即
ち
文
化
の
實
現
を
完
：ふ

せ
し
め

.

.
自
由
に
向

<
人

類

-5
:
敎
化
し
發
诞
せ
し
む
る
の

 

'一
事」

に
存
し
て
居
る
®
^

「

罾
働

漭
綱
領

」

參
看

)

の
で
あ
る

"

，即

ち

國

家

は

階

級

爭

鬪

の

第

三

考V
J

し
て
人
類
の
爲
め
に
高
き
も 

の
正
し
き
も
の
を
保
障
す
る
の
責
任
を
負
ふ
可
き
も
の
と
彼
れ
は
考
へ

た

の

で

あ
る
。
勿
淪 

來
粹
め
マ

\

ク
ス
學
徙
は

ft
®

に
此
見
解
を
批
評
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
乍
ら

^

く
^
¥
の
實 

際
に
適
用
し
て
此
觀
方
の
當

.否
を
考
へ
て
見
る

VJ、

多
少
之

.を
容
認
ず
可
&
餘
地
が
な
い
で
は 

s 

i

マ
ル
ク
ス
は

' 政
府
を
以
て
階
級
爭
鬪
の
當
事
卷

ビ
し
、ラ

ッ

;f
，
枯

稍

之

を

第

三

*

と 

觀
る
に
傾
く
。
併
乍
ら
當
時
經
濟
的
發
達
の
程
度
遙
に
英
怫
に
及
ば
ざ
る
獅
逸
國
內
に
於
て 

.は
封
建
的
利
害
の
代
表

^

V
J

も
云
ふ
可
き
官
僚
政
府
は
少
く
も
勞

14
f

rs
級

——

11
J

R
®
級 

の
.
#圓
に

S

し
て
は
超
然
た
る
第

'三
素
の
形
ち
が
あ
つ
た
。
此
見
地
か
ら
觀
察
す
れ
ば

.®
^
 

西
の
社
會
主
義
に
皴
吹
せ
ら
れ
、英
國
の
材
料
に
基
づ
い
て
砵
系

'を
，究
成
し

/
a
マ
ル
ク
ス
が
國 

家
を
以
て
階
級

#

圈
の

一

.樣
相
を
示
す
も
の
な

^S

と
ず
る
の
が
當
然
で
あ
る
と
同
じ
欉
に
羔 

に
念
頭
に
獨
逸
國
を
置
い
て
居
た

.ラ
ッ
サ
ル
が
國
家
、政
府
を
以
て
文
化
、眞
理
、正
義
と
云
ふ
が 

如
き
も
の
、
保
障

^

と
し
て

.勞
働
者
の
賴
る
に
足
る
，可
き
公
平
な
第
三
者
で
あ
る
ビ
«
る
傾 

が
あ
つ
た
の
も
亦
當
然
だ

v
j

云

a
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
旣
に
如
斯
兩
者
の
國
家
媿
が
違

ふ

绡
十
ー
-#(

一

三
ニ
七)

論

說

フ

H

ル
デ
ナ
ゾ
r
ラ
ツ
サ
ル
と
獨
逸
勞
劭
逝
羝
卜
城

b
u
u
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、
 

も
の
ビ
し
て
考
へ
て
見
れ
ば
ラ
ッ
サ
ル
が
现
在
政
府
の
代
表
者
た
る
ビ
ス
マ
ル
ク
に
近
づ
い 

た
の
は
マ
ル
ク
ス
が
假
に
同
じ
事
を
し
た
場

合

ょ
力

も
憐
か
に

(

通
，俗
に
云
へ
ば

)

罪
は

0

い
の 

, 

で
あ
名
。
併

.乍

.ら
之
は
豫
め
斷
つ
て
置
い
た
通
ぅ
、ラ
ッ
サ
ル
に
同
愦
を
'持
て
解
释
を
試
み
れ 

‘-

. 

ば
是
丈
、け
の
事
は
云
ひ
得
る
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
是
以
上
に
論

j!
を
進
め
て
例
へ
ば

！

i
a
i

の
如
く
ラ
ッ
サ
ル
は
少
し
も
疚
む
所
な
き
良
心
を

B

て
宰
相
に
接
迪
し
た
も
の
ビ
斷
定
す
る 

• 

’
與
氣
は
自
分
に
な
い
。
是
れ
は
矢
張

h

彼
れ
が
成
功
を
急
ぐ
の
餘
$
手
段
を
擇
ぶ
に
遑
な
か 

女
し
も
の
と
解
釋
す
る
の
が
，至
當
で
あ
る

'と
.思
ふ
。

十

S

フ
エ
ル
デ
ナ
ン

'

r
ラ
ッ
サ
ル
の
死
は
一
八
六
四
年
八
月
三
十
{
日
の
出
來
事
で
あ
る
。
彼 

れ
が

「

公
開
答
狀

」

を
公
に
し
て
か
ら
僅
か
に
一
年
五
ヶ
月
で
あ
つ
た
。
此
の
一
年
五
ヶ
月
間
の 

出
來
事
を
逐
次
列
記
し
て
も
典
味
は
少
な
い
。
之
を
®
括
し
て
ラ
ッ
サ
ル
は
人
間
以
上
の
意

.
力
を

#

つ
て
其
生
捱
の
精
神

.力v
j

肉
體
カ
と
を
此
の
一
年
五
ヶ
月
の
間
に
悉
く
傾
け
識
し
た

» 

.

ビ
云
ふ
ょ
り
外
は

.な

S
。

學
考
操

*

潘
政
治
家
、煽
民
家
、外
交
官

v
j

し
て
彼
れ
は
殆
ど
有
ゆ
る

事
を
し
た
の
で
あ
る
。
キ
ヨ
火
ン
、デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ダ
フ
、工
火
ベ
ル
フ

エ

、

ル、ド
、ソ
オ

y

シ
ゲ
ン
、

一'

' 

• 

. 

' 

' 

.1

バ
ル
メ
ン
、

ロ
ン
ス
ド
ル
フ
、ラ
ィ
ブ
チ

•ヒ
、彼
は
到
處
に
遊
說
し
た
。

會
議
、討

論

通

信

は

彼

れ

の

V 

沿
辟
の
大
丧
分
を
要
求
し
た
。
此
外
に
彼
れ
は

.ビ
ス
マ
，
ク
と
交
涉
し
全
獨
逸
勞
働
翁
同

®

の
爲
め

R

m

l
細

^
事
務
掌
程
の
類
を
定
め
勑
聞
紙
に
投

'
ず
る
爲
.め

論
»

解
嘲

の
文

?:

草
し

*

猶
ほ
典
上
に

「

同

®

運
動
の
爲
め
に
數
度
法
廷
に
引
か
れ
た
。
而
か
も
猶
ほ
此
多
忙
紛
雜
の
巾 

V
4
r居
て
彼
れ
は
兎
に
角
大

4

八
篇
の
述
作
を
公
に
し
セ
居
る
ノ
就
中
シ
ュ
ル
ッ
ュ
デ
リ
ッ 

チ
を
啤
腐
せ
る

 Bas

d-.at-schuize y
o
n

 Delitzsch, d
e
r

olkonomische Julian, 

Oder 

Kapital u
n
d

 

Arbeit 

100
6
4 

は
汉
し
て
ラ
ッ
サ
ル
の
名
聲
を
高
か
ら
し
め
‘る
著
作
で
な
い
け

れ
ど

も
三
百
頁
に
近
き
匙
八

ヮ
 

量
は
明
か
に
彼
の
勵
精
努
力
を
證
據
立
て

 

>
居
.る
の
で
あ
る
。

.(「

公
開
答
狀

」

以
後
の
述
作
を
公
刊
の
顺
を
鸯
ふ
て
列
記
す
れ
ば

「

_
恤
齡
フ

g

^」「

^

%
* r
* ¥
ず」

«

祭
新
聞
紙
並
に
フ
ラ
，ン
ク
フ
ル
ト
議
員
會
議

/

伯
林
勞
働

•
翁
に
，吿
ぐ

」
「

>
 

ス
チ
ヤ
ァ
ー
，シュ
ル
ッ 

h

•

フ
ォ
ン

'

デ
ジ
ッ
チ
君

/

伯
林
大
審
院
に
於
け
る
國
事
犯
裁
判
事
件

/

全
獨
逸
'勞
働
潘
同
坶
ビ
普 

魯
西
國
王
の
誓
約

/

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
懲
治
裁
判
所

^

於
け
る
裁
判
，事

.

件」

の
八
で
あ
る

)

「

全
獨
逸
勞
働

潜
同

®」

の
爲

.め
に
ラ

ッ
ナ
ル
は

實
.に

全
.力
を

傾
け
た
。
此

.一
事
は
彼

れ

の

敵 

と

#
否
定
す

る
.
こ
と
低
出
來
な
い
。

然
る
に
：之
に
：も
拘
ら
ず
、勞
働

，者

同

®
前
：途
の
■困
難
は

益

’

, 

筋
十
一
怨

2
コ三九

)

' 

論

說

フ

H

かデナン

ド
oヲ
、ソサルと

獨逸勞働

^

齚十號
 

七
^
.



-

笫
十
ー
卷

(

ニ一

一三〇)

論

观

フ

H
7V
デ
ナ
ゾ
ド

。ヲ
ク
サ
W
と
獨
逸
勞
働
通

笫

十

狨

A
o

々
加
は
る

#

ぅ
で
ぁ
っ
た
。

,
進
步
黨
の
新
聞
紙
は
有
；ゆ
る

®

類
の
惡
聲
を
放
ち
、彼
等
が
ラ
ッ 

テ
ル
の
部
下
を

'-
t
ff®
R
背
か
せ
や
ぅ
ビ
す
る
揽
亂
策
は

ff
l
f功
を
奏
せ
ん
ビ
し
た
。

一
方

1

フッ 

サ
ル
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
走
狗
な
り
と
風
說

S

る
、
に
も
拘
ら
す
、普
©
跗
の
司
法
部
は
少
し
も 

彼
に
對
す
る
窮
追

.の
手
を
緩
め
な
か
つ
た
。

」

八
六
四
年
に
入
る
ヾ

」

彼
は
先
つ

「

伯
林
勞
働
潘 

に
吿
ぐ

」

る
小

®

子

中

の

或

章

句

の

爲

：め

に
國
事
.犯
ビ
し
て

'起
訴
せ

&'
れ
、幸
に
し
て
無
罪
な
る 

こ
と
を
得
た
け
れ
ど
も
、別
に
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ダ
フ
裁
判
所
は
前
年
の
溃
說

「

®i
を
、新
聞
紙
，，

」

の
 

爲
め
に
禁
錮
一
年
に
處
す
る
の
剑
決
を
下
し
、六
冶
二
十
七
日
控
'訴
院
に
於
て
六
個
月
に
輕
減 

3

れ
は
し
た
け
れ
ど
も
、其
辯
議
の
爲
め
の
出
版
物
は
檢
事
を
し
て
页
に
改
め
て
ラ
ッ
サ
ル
を 

起
訴
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
之
ょ

6

先
き
伯
林
大
審
院
に
於
け
る
辯
謙
演
說
も
亦
法 

规
に
觸
れ

.て、五
月
缺
席
裁
判
は
四
ヶ
月
の
禁
鲴

5:
宣
吿
し
た
，の
で
あ
つ
た
。
元
來
ラ
ッ
サ
ダ 

は
法
廷
に
立
つ
事
を
恐
れ
な
か
つ
た
。
或
入
の
言
葉
に
從
へ
ば
彼
は
舞
踏
會
に
行
く
程
の
心 

持
ち
で
法
娃
に
出
て
、判
事
と
傍
聽
菩
と
を
■相
手
に
し
て
勞
働
者
問
題
の
演
說
を
試
み
る
の
が 

常
で
あ
つ
た
が
、斯
の
如
く
如
何
に
切
抜
け
て
も
後
.か
ら
直
ぐ
に
新
し
い
困
雛
が
現
は
れ
て
來 

る
と
な
る
ビ
彼
れ
も
遂
に
自
分
の
力
量
に
も
限

.

o
,

が
あ
る
乙

VJ.

を
^
な
い
感
譯
に
は
行
か
な

s
^
;v.
,
:
x
;
>

vf
/:
力,

く
な
つ
て
來
た

C

ラ

ッ

サ

ル
も

.
遂

R

P
a
u
l

 

L
i

n
d

a
u

に
向
て
此
上

T

年
半
年
の
自
由
を
.辱
は
れ 

る
こ
と
は

_

分
の
到
底
规
へ
雛
き
所
で
あ
る
。
自
分
に
は
最
早
を
れ

R

,

»
へ
る

^
■

は
な
い
。
 

ナ
れ
位
な
ら
ば
寧
ろ
國
外
に
逃
亡
し
た
方
が
礙
し
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
の

歎
聲

を
漏
ら
す
に 

至
つ
た
の
で
あ
る

(

六
月
ニ
十
九
日

)

1

方
勞
値
者

P

盥
の
內
剖
に
は
絕
え
ず
軌
櫟
が
あ
つ
た
。
或
は
幹
部
の
或
者
と
他
の
潘
ど 

が
.
.反

0

す
る
。

‘
或
は
幹
部

.の
或
者
が
ラ
ッ
サ
ル
の
、獨
裁

«

に

對

し

て

不

平

を

抱

く

。
.遂
に
本 

V
J

ラ
ッ
サ
ル
の
秘
書
で
あ
つ
た

V
a
h
l
t
d
c
h

が
進
步
黛
と
勞
働
者
同
盟
ヾ

」

の
提
換
を

0

0

す
る 

に
到
て
紛
擾
は
頂
點
に
達
し
た
。

'(vahltdch.

ば
除
名
せ
ら
る
。

)

同
時
に
同

®

は
絕
え
ず
^
力
の 

不
充
分
の
爲
め
に
苦
め
ら
れ
た
。
ラ
ッ
サ
ル
は

.屢
i私

財

を

投

じ

て

之
?:
'
救

は

な

け
 

' 
ば
な
ら 

な

力

つ

た

の

で

あ

る

'0
併
乍
ら
ラ
ッ
サ
ル
を
最
も
，失

望

3

せ
た
も
の
は
勞
働
者
階
級
を
の

# 

の
冷
淡
無
氣
力
で
あ
つ

た
。

彼
れ
は
旣
に
六
四
.年
の

 

一|

月

人
に
.與
へ

/2
書

前
に

於
で

「

勞
働
潜 

階
級
の
冷
淡

V
J

無
感

®

の
爲
必
に
經
驗
せ
る
深

§

苦
が
き
失
望
と
咬
む
が
如

.き

3£
心
の
煩
闼

」 

ど
を
訴
へ

y

居
る
。
全
獨
逸
勞
働
者
同
盟
が
飢
立

ro:

れ
て
か
ら

「

年
を
經
た
後
に
於
て
加
诹 

«'
は

辛

じ

て

四

千

に

達

し

た

ん

而

.か
も
、ズ
ッ
サ
ル
は「

公
開
：答

狀

0:
末

®

に
：於
て
を
の
十
莴
に

.席
i

卷

£

三
三
.一)

.
論

.

說

フ

H
JV
デ
ナV

ド
0ヲ
；-ン
サ
ル
と
：獨
逸
勞
_
者

第

卜

號

V
J 

4
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フ

H
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デ
ナ
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ド
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ヲ
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サ
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逸
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十
號

 

八ニ

達
；せ
ん
事
を
期
待
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ッ

f 

,
の
心
は

漸
く
挫

：
.

け
た
。
元
來
ラ

' 
ッ
ナ 

ル
は
寧
ろ
务
病
の
人
で
ぁ
つ
た

.が
、勞
顿
者
同
盟
創
立
後
の
過
勞
と
苦
惱
と
の
爲
め

K
健
康
は 

著
し
く
衰
へ
た
。
右
に
引
用
し
た
書
簡
の
中
に
も
彼
れ
は
過
勢
の
爲
め
神
經
衰

.弱
に
陷

つ

て 

不
眠
症
に
患

6

夜
は
床
上
に
輾
轉
反

.侧
し
て
に
及
ぶ
事
を
訴
へ
て
居
る
。
而
し
て
又
ラ
ッ 

サ
ル
は
失
望
し
懊
惱
し
な
が
ら
之
を
口
外
ず
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
つ
た
。
全
獨
逸

^
«

遨 

同
盟
の
運
動
は
着
々
成
功
に
近
づ
き
つ
、
あ
る
ニ

€
を

廣

吿

し

得

意

を

.裝
は
な
け
れ
ば
な
ら 

な
か
つ
た
。
.
.之
れ
が
又
一
層
彼
れ
を
苦
し
め
た
の
で
あ
る
。

一
八
六
四
年
五
月
ラ
ッ
サ
，
が 

最
後
の
餘
勇
を
#
つ
て
再
び
萊
因
地
方
に
遊
說
を
試
み
同
二
十
ニ

 

s Ronsdoif

の
全
獨
逸
勞
働 

考
同
盟
創
立
一
周
年
紀
念
會
に
於
て
運
動
の
成
功
を
誇
稱
し
之
ょ

A

先
き
普
魯
西
國
王
が
シ 

.-
ユ
レ
ジ

H

ン
織
匠
の

.哀
訴
を
容
れ
、其
救
濟
の
爲
め
に
法

#

を
制
定
す
可
し
と
約
來
せ

6

と
の 

報
導
並
に

M
a
i
s

の
僧
正

V
o
n

 

K
e
t
t
d
e
r

の
著

「

勞
働
者
問
題

V
J

基
督
敎

C

八
六
四
年

)

に
言

及
し

#

 

々
は
今
勞
働
者
、

人
民
、
學
激

、僧
正
、

國
王
等
を
し
て
吾
等
が
主
張
の
眞
理
な
る
と
を
立
證
す
可
く 

餘
儀
な
く
せ
し
め
た

」

と
#

し
て
大
氣
焰
を
擧
げ
て
居
る
、其
時
の
心
持
ち
は
略
想
像
す
る
に
雛 

く
な
.い
の
で
あ

る
。

此
，遊

說

に

於

て

萊

因

地

方

.の

人
民
，
は
_

處
：豫
言
：*

の
如

く
又

凱

旋

將
$

の
如
く
ラ
ツ
サ
ル

t
迎

ベ
た
。

常
に

喝
釆
を
求 

を

喜

ん

だ

に

は

違

a
な

S
。

併

し

口

.ン
ス
ド
ル 

，が
事
業
の
，成

績

に

眞
に
滿
足

し

得

意

を
威
じ
て 

相
は
寧
ろ
其
反
對
.に
ぁ
る

だ
ら
ぅ
。

ラ
ツ
サ

ル
 

大
言

壯
語

し

、
之

に
依
て
强
い
て
現
在
の
懊
惱
を 

3

れ
ば

こ
を

最
も
得
意
な
.る

可

き
ラ
ツ
サ

.
ル
は 

ツ
ツ
フ
エ
ベ
ド

伯

®

夫
人
に
答
へ
て
次
の
手
紙 

「

御
身
は
佘
が
政
治
を
好
む
と
考
へ
て
.居
る
や 

し
い
。

一
切
の
政
治
を
棄
て

‘、
學
問
ビ
友

a 

佘
の
求
め
て

止

^

ぬ

所
で
ぁ
る
0
余
は
旣
に 

事
件
か
起
る
か
或
は
權
カ
を
掌
握
す
る
こ
と

め
て
业
凌
な
い
ラ
ッ
サ
ル
は
糙
か
に
此
歡
迎 

フ
の
演
說
は
萁
表
面
の
文
字
遨
り
、ラ
ッ
サ
ル 

居
た

名
の
と
し
て
鑛
む
可
き
で
は
な

S
。

眞 

は

失
望

懊
惱
を
感
じ
な

が

ら
意

を
勵

ま
し
て 

忘
れ
失
望
を
慰
め

や
ぅ
と
し
た
の

で
あ
ら

ラ
，
 

を
れ

か
ら

ニ
ヶ

月
を
經

'/
a

七
月

二
十

八
日
ハ 

を

送
つ

て
.
.居

る
の

で
あ
る

’

)

ぅ
^

が
實
に

'余
の
心
事
を
，知
ら
な
い
事
も
甚 

と
自
然
の
懷
に
隱
退
す
る
こ

ノ
レ
は
何
ょ

-

CS

も 

政
治
に
は
疲
れ
且
つ
.德
き
た
。
勿
論
重
大
な 

が
出
來

■/
->し‘な
ら
ば

®

然
ど
し
て
熱
心
に
政
治

の

爲■め
に
奔
走
す

る
だ
ら

ぅ

-

-

-
最
高
の

權
カ
が

な
け
れ
ば

何
事

も
出
來
る
も
の
で
は
な

い
。

併
し
小
兒
の

S

れ
を
す
る
に
は
余
は
餘

6

に
老
い
た
。
だ
か
ら
始
め
か
ら
總
裁
に 

選
ば
れ

る
の

は
氣
，が
進
^
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。
た

C
御
身
の
勸

.說

K

だ
し
雛
く
承
諾
し

.够十一

.

#(

一
--
:一三三

：}

論
、

E

フ
H
;>
/
-r
ナ
y
r
pヲ少
サ
か
と
獨
逸
勞
俲
浙
免
十
號
.
,
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説

フ

H

少デナソド*ラ
タ
サ
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と
獨
逸
勞
側
游
笊
十
猇

 

八四

た
の
で
あ
る
。

.
其
，れ
故
不
憤
快
で
堪
ヘ
ら
れ
ぬ
。
若
し
も

•»
れ
て
御

‘
1
ヾ

」

共
に
ナ
•ホリ
に 

.

.

. 

遊
ぶ
乙

V
J

が
出
來
た
な

.ら
ば
今
が
最
好
の
，時
な
の
で
あ
ら
ぅ

(

大

S

ラ
ッ
サ

^
は
韋
氣

M
喪
し
て
愚

'痴
の
繰
言
を

.述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
が
其
夏
保
養
の
爲 

'

め
彼
が
瑞
西

s
g
i

に
遊
ん

'た
時
の
精
神
狀
態
で
あ
つ
た
。，
ラ
ッ
サ
ル
が
生
涯

‘の
.煨
後
の
數

®

.

,
間
.に
起

9
た
出
來

.事
を
了
解
す

.る
爲
め
に
.は
豫
め
此
一
事
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

十
四

ラ
ッ
サ
ル
と

Helene v
o
n

 

D
6
n
n
i
g
e
s

と
の
關
係
及
び
決

B

に
依
る
其
結
末
ま
で
の
細
目
は
此

處
に
揭
げ
る
必
要
は
な
い
。
是
に
就
て
今
迄
屢
ょ
引
用
し
た
諸
家
の
ラ
ッ
サ
ぐ
傅
以
上
に
特
に 

ぐ

1¥
細
の
事
を
知
{
度
い
と
思
ふ
者
は

 

Bernhard 

Becker 

の 

E
n
t
M
n
u
n
g
e
n
、&

e
r

 das tragische 

L
e
b
e
n
—

sende Ferdinand 

Lassalies 

I00
6
S
.

Keiene 

v
o
n

 

Rackowitza 

(geb. v. 

D
6
n
n
i
g
e
s
)

のg
ei
n
e Beziehungen 2U- 

F
,

 Lassalle 

I00
7
Q
中
に
珍
ら
し
い
材
料
を
見
出
す
で
あ
ら
ぅ
。
此
處
に
は
た

S
殆
ど
逐
#
的
に 

此
事
件
の
輪
廓
丈
け
を
記
サ
ば

.充
分
で
あ
る
。

 

,

1

八
六
ニ
年
伯
林
に
於
て
ラ
ツ
サ
ル
は
當
時
十
八
の
へ
レ
エ
ネ
。フ
ォ
ン
.ド

H

ン
ユ
ィ
ゲ
ス

.

を
如
り
、へ
レ
工
ネ
は
ラ
ッ
サ

V

の
爲
め
に
殆
ど

*

約
の
あ
つ
た

J
l
o
g
n
R
a
c
k
o
l
z
a

を
顧
み

•- 

- 

. 

* 

• 

■ 

■ 

.......

.

; 

■ 

I
. 

.... 

-
-
-- 

.

__

^

__ 

. _
ななつナヘレユネはハィエルシ

 

' の
外
交
官
を
父
マ
し
し
、単

熟

に

し

て

放

恣

な

る

才

女 

で
あ
つ
た
。
ニ
年
後

0
:夏
宛
も
ジ
ユ
ネ
ユ
ヴ
に
滯
在
し
.て
居
た
へ
レ
ユ
ネ
は
リ
ギ
の
旅
舘
に 

ラ
ツ
サ
レ
ノ
を
訪
ね
遂
に
結
婚
を
約
し
た
。
然
る
に

.ラ

ツ
サ

レ
ノ
は
冏
地
低
&
に
加

へ
て

其
公
私 

の
生
活
に
關
す
る
樣
々
の
惡
聲
は
世
人
の
耳
に

.あ
つ
た
•爲
め
フ
ォ
ン

'
ド
エ
ン
二
ィ
ゲ
ス
‘は
鏞 

然
へ
レ
エ
ネ
の
約
娘
を
許

-
ず̂
へ
却
て

.々

y

コ
才

•
フ
ォ
ン
。ラ
コ
并
ツ
ァ
ビ
の
結
婚
を
强
い
た
。
 

此
間
に
へ
レ

h

ネ
は
一
苽
父
の
家
を
逃
れ
て
ラ

.ツ
ナ
ル
の
許
に
走
つ
た
事
が
あ
る
。

.
止

h

を 

得
な
ぃ
場
合
に
は
父
母
を
拾
て
る
と
云
ふ
約
束
が
あ
っ

*

の
で
ぁ
る
。

f

に
S

ラ
ツ
サ 

ル
は
木

^

議
に
も
極
め
て
冷
靜
に
彼
女
を
諭
し
て
父
の
家
に
歸
ら
し
た
。

へ
レ
ユ
ネ
は
'失
璲 

せ
、m

s

力
っ
た
。
此
事
が

.あ
っ
て
か
ら
彼
女
は
父
の
家

S

禁
せ
ら
れ
、有
ゅ
る
離
間 

策
が
彼
女
と
一
フ
ツ
サ
レ
ノ
ビ
の
上
に
試
み
ら
れ
た
。

へ
レ
工
ネ
の
心
は
遂
に
漸
く
ラ
ツ
ナ
レ
ノ
を 

!
れ
た
の
で
あ
る
ラ
ツ
サ
ル
は
殆
^
沿
し
て
彼
女
を
恢
復
す
る
爲
め
に
は
手
段
を
擇
ば
な 

ぐ
な
つ

.允
。
彼
は
實
に
有
ゆ
る
乙
と
を
試
み
た

0

甚
し
き

R

至
て
は
リ
ヒ
ャ
ル
ド
。ブ
グ
ナ
ァ 

を
通
じ
て
バ
ィ
エ

ダ

ン
國
王
に
父
ド
キ
ン
一
一
ィ
ゲ
ス
の
說
論
I

願
し
、又
マ
.ィ
ン
ッ
の
僧
正 

{ 

^
 

 ̂

(
て
避
し
ト
ユ
ン
二
々
グ
ス
の
決
心

?:
動
か
す
こ
ビ

§

へ
出

*

る
な
ら
ば
加
#
力
敎

f

 i

卷

(

一
三
f

 )

論
，

說
フ
エ
ル
デ
ナ
ソ
ド

0

?
ソ
サ
少
と
靈
努
働
济
齚
ナ

f

八
五
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)

論

0

フ
エ
少
デ
ナ
ゾ

-K
oヲ
ツ
ナ

/y
と
獨
逸
^
働
#

m十
號

に
改
宗
す
る
を
辭
せ
ぬ
と
ま
で

_

出
で
た
の
で
あ
る
。
而
し

y

是
：等の
手
べ
段
.が
 

に
終
つ
た
時
彼
れ
は
へ

.
レ
エ
ネ
の
父

V
J

約
婚
の
夫
と
に
決
闘
を
挑
ん
だ

"
.ド
‘工
 

は
避
け
，た

け

れ

ど

も
ラ
ツ

コ
♦井
ツ
ァ
は
之
に
應
じ
而
し
て
八
月
二
十
八
日
早
朝 

の
郊
外
に
於

.て
ラ
ッ
サ
ル
は
九
を
下
腹
部
に
受
け

.三
日
の
後
絕
命
し

/2
の
で
ぁ

八六
.

凡
べ
て
無
效

ン

二
ィ，
グ
ス 

ジ
ュ
ネ
工
ヴ

る
o

等 死  

は を  

此 事  

死 實  

に 有

ラ
ッ
サ
ル
の
死
は
豫
期
せ
ざ
る
效
果
を
齋
し 

り
の

®

に
看
る
乙
と
は
出
來
な
か
つ
た
。
歷
史 

悲
壯
な
る
意
義
を
認
め
や

ラ

ビ

し
た
。
ラ
ッ
サ 

に
、斃
れ
た
、I

政

敵
の
陰
謀
が
彼
を
殺
し
た
も 

に
復
響
を
思
ふ
ヾ

」

典
に
此
の
時
か
ら
殆
ど
宗
敎 

を
支
配
す
る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
後
に

豫
期
し
つ
\
あ
つ
た
や
ぅ
に
も
觐

る
こ
と

が
出
來
る
。
五
月
二
十
ニ

.日

口

ン
ス
ド
ル
フ
に
於 

て
演
說
を
訧
み
，た
時
少
く
ネ
表
面
上
彼
は
得
意
の
頂

®

に
立
て
居

■た
。
而
か
も
其
演
.說

0
最 

後
の

1
®

は
其
語
調

k

於

て

演

說

全

體

と

太

だ

調

和

し

な

：い
も
の
で
.あ
つ
た
。

「

吾
れ
中
遨
に

た
。

ラ
ツ
サ

^

の
黨
與
は
彼
の 

の
不
合
理
ビ

h
- 

0

す
可
き
か
、彼 

k

は
獨
逸
■勞
餘
者
の
爲
め

に
、又
主
義
の
爲
め 

の
ビ
、堅
く
信
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
直
ち 

に
近
'き
ラ
ツ
ナ
ル
祟
拜
は
一
部
勞
働
潜
の
心 

至
て
思
ひ
合
せ
ば
：

•フ
ツ
ナ
，
は
！

L

十
く
其
死
を

し
て

.麗
れ

.な
ば
、希
く
ば
佘
の
志
を
繼
ぎ
佘
の

.仇
：を
報
ず
る
も
の
、我
枯
，骨

よ

り

生

れ

出

で

よ」

ぐし 

云
ふ
古
詩
を
引
用
し
た
後

®

に
續
け
て
ラ
ツ
サ
ル
は
日
く

r

此
文
明
の
國

!s
的
大
運
.動
を
し
て 

佘
の

一

身
ビ
典
に

?

び
し
む
る
こ
ビ
勿

.れ
、汝
等
の

一

人
に
し
て
猶
ほ
息
あ
る
限

.
6
佘
が
點
じ 

た
る
此
火

?:
し
て
觅
に
遠
く
廣
く
燃
え
弘
が

&■
し
め
よ
云
々

」

ラ
ツ
サ
ル

^

故
ら
に
•沈
痛
の
語 

?:
用

a

て
勞
働

«

の
心
を
動
か

^

ぅ

€

し

/2
も
の
か
或
は
其
健
康
日
々
に
衰
へ

ク

、
あ
る
こ 

と
を
自
.覺
し
て
不
識
々
々
言
葉
の
悲
調
を
帶
び
來
る
を
制
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
の
か 

何
れ
に
し
て
も
後
に
至

0

て
勞
働
蓉
は
彼
が
豫
め
死
を
覺
悟
し
た
か
の
如
き
を
見
て
悲
壯
の 

姐
を
禁
ず
る
乙
ど
が
出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
復
饗
の
一
念
は
：久
し
く
ラ
ツ
サ
ン
の
尊
與 

を
鼓
舞
策
励
す
る
刺
戟
と
な
つ
た

0

Lassaiie, 

Lassalle, 

e
r
w
e
c
^
D
i
r

 einen 

Richer,

.
w
o

 

u
m
o
e
l
r
r

 Grab, der Leichenrabe

. 

krefst.

，勞
働
者
は
ラ
ツ
サ
ル
の
爲
め
に
復
饗
の
歌
を
作

‘つ
て
歌
つ
た
の
で
あ
，る
。

十

五

ラ
ツ
ナ
.ル
が

性

格

の

最

も

®

著
な
®

徵
.と
し
.て
は
.彼
れ
の
禪
勢
：欲

ど

虛

犖

心

V
J5:
擧
ぐ
可

•̂T
"
1

卷

(
j

三
三
七)

論

說

フ

H

ル
デ
ナ
ン
ド
•
.ヲ
少
サ
ル
と
獨
逸
勢
働
者
.

.
猶
4

-

a
人
七



第
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一
卷

a

三三八

〕

論

說

フ

H

ルデナンド

6
ヲ

、ソ

サ

少

と

獨

逸

勞

働

漪

谘

十
！！

 

八八

き
..で
あ

ら
ラ

權

力

と

1̂...® .

ビ
.
.I:
彼
..れ
'は
^
ょ

■う
.
も
貴
し

.
と
.し
^

。

之
，を
..知
.
.るも
の

' 
は
彼
れ 

が
全
獨
逸
勞
働
潘
同
盟
の
總
裁
と
し
て
執
政
官
の
如
き
禪
方
を
揮
つ
た
事

'?
:

怪
ま
な
い
で

あ 

ら
う
。

彼
は

'己
の
段
主
ふ
義
潜
た
る
事
を
確
信
し
犮
け
れ
ど
も
、彼
れ
の
求
め
る
所
は
常
に
支 

配
潘
穴

$

專
制
者
为
る
こ

^

に
あ
つ
お
。
ビ
ス
マ
ル
ク
，は
善
く
ラ
ッ
サ
ル
を
知
つ
て
居
た
。
 

彼
れ
は

嘗

て
評
し

て「

ラ

ッ
サ

ル.は

決
し
て
共
和
主
義
潜

に
あ
ら

ざ
り
き
。

——

彼
の
思
想
は
明 

か
に
國
民
的
君
主
々
義
的
な
う

&
。

• 
： 
•獨
逸
帝
國
が
ホ
ォ
へ
ン
ッ
ォ
ル
レ
ル
ン
家
を
以
て
終 

る
か
將
又
ー
フ
ッ

サ

ル
朝

を
以
て
終
る
か
は
恐
ら
く
彼
に
取
り
て
疑
問
た

-

し̂
な
ら
ん
と
雖
も
、
 

彼
の
思
想
に

至
て
は
徹
頭
徹
尾
君
主
々

_

的
.
な
う
き

」

と
云
つ
て
居
る
。
ニ
八
七
八
年
九
月
十

六
日
帝
國

■
會
演

®

ラ
' 

ッ
サ
ル
は

勞
働
者
の

首
職

と

は
な
つ
た
け
れ
ど
も
、

決

し
て
身
を

勞
働

. 

. 

.
 

.

者
の
列
伍
に
置
く

こ
.

^

を
肯
じ
な
か
つ
た
。

「
勞
.働
者
の
友

」

で
は
な
く
て
常
に
彼
等
の
救
主
を 

以
て
自
ら
擬
し
左
の
で
あ
る
。
彼
は
嘗
て
勞
働
潘
に
媚
び
な
か
つ
た
。
常
に
叱
咜
し
命
令
し 

た
の
で
あ
る
。
彼
れ
が
常
に

®

裝
し
て
勞

#

«
の
集
會

R
臨
ん
だ
事
は
善
く
人
に
知
ら
れ
て 

届
る
が
、

同

時
に
彼
は
學

H1
]
、知

識

»

味
、
»

力
、社

會
的
地

位
の
上
に
於
け
る
己
れ
の
優
越
を
示
す 

こ
と
を
常

R
怠
ら
な
か
つ
た
。
常
に
好
ん

.で
B

n
 

t語
つ

た
の
で
あ

る
。
，事

實
を
云
へ
ば
彼

は
是
以
上
の
虛
榮
心
を
持
つ
て
居
た
。
己
れ
に
關
す
る

■事
實

.を

.語
る
許

V

で
な

.く
、屢
々
己
れ

の
地
位
名
聲
を
實
際
以
上
に
镑

•張
し
て
吹
聽
し

^

の
で
あ
る
。
虛
榮
心
に
隣
す
る
も
の
は
彼

-

の
芝
居
氣

■で
あ
つ
た
。
彼
れ
の
進
退
行
動
は
常
に

«

客
若
く
は
聽
傘
を
意

®

し
て
居

/
a
や
う

に
見
え
る
。
舰
客

(

廳
衆

-R
及
ぼ
す
效
ュ
果
は
常
に
彼
の
念
頭
を
離
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
パ

ゥ
ル

.0

リ
ン

ダ

ク
は
ー
八
六
四
年
六
月
一

一
十
七

日
、デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
法
廷

R
‘於
け
る
ラ
ッ

サ
ル
を
見
て
明
か
に
ラ
ッ
ナ
ル
を
俳
優
と
評
し
て
居
る
。
其
記
錄
に
從
へ
ば
ラ
ッ
サ
ル
は
先

づ
.例
に
依
て
燕

.尾
服
を
着
け
塗
靴
を
穿
い
て
場
に
現
は
れ
、携
へ
來
れ
る
夥
し
き
書
籍
新
聞
雜

誌
の
類
を

.卓
上
に

»

上
げ
て
法
廷
を
驚
か
し
龙
の
で
あ
る
。
や
が
て
演
說
が
.始
咬
る
ビ
灘
は

)1
と
ら
し

&

ま
で

に

抑

揚
せ
ら
れ
、顏
面
の
表

®

は
絕
え
ず
變
化
し
、思
想
感
情
の
表
白
は
一
冷

身
振
う
を
以
て
强

.め
ら
れ
た
の
で

‘あ
る
。
•演
說
は
深

 
>

印
象
を
與
へ
は
し

/2
け
れ
ど
も
同
時

に
聽
衆
は
稍

j
之
届
的
な
り
と
の
感
を
禁
じ
得
な
か
つ
た
と
云
ふ
。

(

ミ
，

K

rdaw
s
c
n
, 

G
e
r
m
a
n

 

sccialisl 

81 

F. 

Ibssalle 

p.p. 

IQ6-8)

ラ
ッ
サ

y
の
此
一
而

'は
恐
く
理
知
に
明
か
な
批
評

'家
の
冷
笑
に
値
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

-

け
れ
ど
も
民
衆
は
批
評
カ
を
缺
い
て
居
る
。
ラ
ッ
サ
ル
の
性
格
の
梢

t
不
純
な
る
此

一

而

——

.#7-1

卷

(
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論

說

フ

H

ャデナ

V

ド
0ヲ
ッ
サ
か
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勒
逸
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勁
者
第
卜
诚 

八
九



九
〇

/a
こ
と
は 

劇
に
喝
釆い

に

る サ

もノレ

の の
、 不

爲 純  

め な
に る

而

绡
十
一
怨

' 

(
1

三
四
〇

)

論

說

フ

H

J V

デ
ナ
ソ
ド
。ヲツサルと，獨
逸
勞
働
$

第
十
號

マ

ゴ

ォ

グ

ビ

し

て

0

I.

而_
_

I

が
民
衆
を
動
か
す
上

.に
與
か
つ

■'
t
:*
が
あ
つ 

れ
な

S
。

識
者
は
白
眼
に
之
を
視
た
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
段
衆
は
常
に
彼
の
演 

の
で
.あ

る
。

M
し
て
自
ら
高
く

®

置
し
乍
ら
、常
に
民
衆
の
喝
釆
を
求
め

て
安

じ
な

い
處 

ツ
サ
ル
の
弱
點
は
存
し
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
之
は
彼
の
性
格
の

一

面
に
過
ぎ
な
い
。
勞
働
者
は
ラ
ッ 

侬V

動
か

^

れ
た
と
同
時
に
彼
の
有
す
る
純
粹
な
る
、員
に
價
値
あ 

彼
れ
に
歸
服
し
た
.の
で

あ

る
。

夫
れ
は
彼
の

色
彩

强
P

な
る
人
格
で
あ
る
。
彼
れ
の 

僧
み
權
力
に
反
抗
す
る
熱
情

V
J

强
固
と
云
は
ん
ょ

6

は
事
ろ
熾
烈
ビ
評
す
可
き
彼
の 

と
で
あ
る

。
' 彼
れ
は
嘗
て
ハ
ッ
ッ
フ

H

ル
ド
伯
®
夫
人
事
件
の
爲
め
に
學
問
を
廢
し
八 

之
が
爲
め
に
费
や
し
た
事
が
あ
る
。
而
し
て
.其
事
件
の
爲
め
忆
彼
れ
は
全
く

不
案
內

の
法
律 

學
を
硏
究
し
て
遂
に
浩
浒
な
る
法
學
上
の
著
述
を
公
に
レ
て
居

る
。

困
難
は

ラ
ッ
サ

ル
を
屈 

せ
し
め
な
い
で
却
て
彼
を
奪
勵
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
最
後
の
ニ
年
間
.に
於
て
如
何
な

る 

事
業
を
な
し
た
か
を
菩
々
は
巳
'に
學
ん
だ

 

' 

多
く
の
英
雄
ビ
共
に
锻
も
亦
欲
す
る
も
の
は
得 

、

も

の

と

.信

ず

る
.
人
で
あ
つ
た
。

此
熱
愦
と

.
意
志
の
力
は
如
何
.な
る
場
合
に
も
彼
を
し

も
扔 

藤
制
を 

意
志
力 年

を

ら

.•.
''て

 

; 

‘ 

• 

■ 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

て
問
題
の
中
心
、

»

件
の
主
動
者
た
ら
し
め
な
け
れ
ば
正
爻
な
か
ク
た
。
陳
蜜
の
.語
を
以

.
V

云 

へ
ば
彼
は
境
遇
に
左
右
さ
れ
ず
し
て
自
ら
境
遇
を
作
る
人
間
の
部
類
に
屬
し
て
居
た
の
で
あ 

る
。
斯
の
如
き
熟
愦
と
意
力
の
前
に
民
衆
が
己
を
虛
ふ
し
て

肓
從

.に
甘
ず
る
の
は
窜
然
で
あ

ッ
サ
ル
に
接
觸
し
た
勞
働
卷
は
彼
の
前
に
は
己
れ
の
意
志
を
忘
れ
た
の
で
あ

る
。

彼 

は
常
に
動
か
さ
れ
る
人
で
な
く
て
動
か
す
人
で
あ
つ
れ
。
此
意
味
に
於
：て
ブ
ラ

ン

デ
ス
の
云 

ふ
如
く
彼
は
文
字
通

h agitator

だ
つ
た
の
で
あ
る
。
洵
に
彼
は

英
雄

*
る
こ
と
を

妨
げ
る

多 

く
の
弱
點
を
持
て
居
た
、併
し
同
時
に
英
雄
に
の
み
見
出
し
得
る
資
質
を

も
糙

か
に

具

へ
て
居 

た
の
で
あ
る
。
彼
に
公
平
な

ら
ん

と
す
る
者
は
此

j

事
を
否
定
し
な

い
箬
で
あ
る
。

氺

氺

氺

氺

氺

一
八
七
五
年o
o
t
h
a

に
會
合
せ
る
獨
逸
社
會
主
義
者
攸
依
て
社
會
主
義
勞
働 

た
'0
ラ
ツ
サ

ル
の
遺
黨
ど

、ベ
工

ベ
ル
、
タ
.ィ
ブ
ネ
ヒ
ト

の
黨
與
は
玆

R
至
ぅ
合 

成
し
た
の
で
あ
る
。

ベ
工
ベ

ダ

は
.始
め
進
步
黨

.に
属
し
て
居
た
の
が
.マ
ル
ク 

へ\

ム
。
リ

ィ

ブク

ネ

ヒ
ト

の
影
響
に
由
て
漸
く

'社
會
主
義

.に
傾
き
、其
黨
與
は

婼
十1

卷
.

(
1

三
四
ニ〕

論I
L

就

フ

H
;v
デナ
ン
ド
•ヲ
タ
サ
ル
と
獨
逸
勞
働
者
第
十
號

黨
は
組
織
さ
れ 

し
て
一
黨
を
形 

ス
の
弟
子
ヰ
ル 

1

八
六
八
年
に 

九1



婼
十一

卷

(

1
H四ニ)

論

it
フ
H
;v
デナンド

0ヲッサ

;v
と
獨
逸
勞
働
卷
節
十
號 

九
ニ

至
つ
て
マ
ル
ク
ス
主

_

を
宣
言
し
^
。

一

 

方
全

.獅
逸

.勞
働
者
同
盟
は
總
裁
黯
れ

/2
る
後

v
o
n

 

Schweitzer
の
指

#

の
下

‘に
進

.步
黨
を
，敵
ビ
す
る
と
同
時
に
新
に
起
つ
^
第
二
の
勞
動
黨
と
競 

爭
反
目
し
つ

 

>
ラ
ッ
サ
ル
の
遺
業
を
繼
鑛
し
た
が
、社
會
主
義
運
動
に
對
す
る
.公
權
の

®

追
は 

遂
に
此
ニ
派

(

ラ
ツ
サ
ル
派
と
マ
ル
ク
ス
派

¥

提

携

せ

，
し

め

る
R
.至
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て 

此」

Hi
に
宣
言
さ
れ
た
コ
オ
タ
綱
領
中
に
賃
銀
勞
働
の
.制
度
を
廢
止
し
て
賃
银
鐵
則
の
作
用
を 

极
絕
し
云
々
と
云
ひ
、又
社
會
問
題

‘解
決
の
第

一

步

V」

し
て
勞
働
に
從
事
す
る
人
民
の
民
主
的 

監
瞥

.の
下
に
®
家
の
抓
助
に
依
る
社
會
主
義
的
生
產
組
合
の
設
茸
が
要
求
さ
れ
て
居
る
の
は 

云
ふ
ま
で
も
な

 

< 
ラ
ッ
サ
 

> 
の
主
張
，を
容
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
十
五
年
間
に
社 

會
民
主
黨
は
漸
く

M
a
r
x
i
s
m

に
征
服
せ
ら
れ

ラ

.

ッ

サ

ル

の

主

張

.は

遂

に

放

棄

さ

れ

る

運

命

に

會 

し
た
。
即
ち
ゲ
八
九
一
年
エ
火
フ
ル
小
大
會
は
今
日

•も
猶
ほ

it
會
民
主
黨
が
奉
じ
つ
ゝ
あ
る 

「

工
ル
フ
ル
ト

'綱
領

JI:
可

^

した。
而
し
て
是
は
忠
實
な
る
マ
ダ
キ
シ
ス
ト

W
ぢ
!-
—»wa

u
t
z
k
v

の
© 

草
に
係
る
も
の

.で
、此

時

以

來

赁

銀

鐡

則

、生

產

組

合

の

文

.字
は
遂
に

tt
會
民
主
黨
の
_
領
に
跡 

を
絕
つ
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
則
ち
ラ

，

ッ
サ

ル

の
事
業
は
遂
に
滅
び
た
り
と
云
ふ
可
き

で
あ
ら

ラ

か
o

自
分
ょ
間

I

II
I
讓

I
|||a
n

者
に
反
間
す
る
。
今
日
獨
逸

)1
會
.民
主

1

^「

H
.ル
フ
ど
ト
綱
領

」

に
對
し
て
不

P

JE
を
锁
じ

¥
.

正
の
必
要
を
唱
へ
る

.も
の
が
漸
く
多
い
。
今
此
派

.の
主
張
が

#

力
を
得
て
‘

ル
 

R

或
修
正
が
加
へ
ら
れ
た
曉
、マ

,

ク
ス
の
事
業
は
滅
び
若
し
く
は
傷
け
ら

a

た 

で
あ
ら
ぅ
か
。
此
場
合
に
於
て
も
彼
の
場
合
に
於
て

A

il
ょ
ぅ
、マ
ル
ク
ス
と
ラ 

列
に
置
く
も
の
で
は
な
い
が

)

共
自
分
は
に
然
り
と
答
ふ
可
き
所
以
を
卸
ら
な
い 

ラ
.
ツ
.ナ
ル
の
事
業
は
有
産
階
級
の
；民
主

々

義
以
外
別
に
勞
働
潘
階
級
の

K

主
冷 

を
始
め
て
實
行
に
依
て

' 
示
し
た
所
に
あ
る
。

»

M
に
於
け
る
勞

働

考

©

«
運
動 

級
ょ

6

»

立
し
市
民
階
級
に
對
抗
す
る
勞
働

*.
運
動

—

は
ラ
ツ
サ
ダ
に
_
て
 

あ
る
而
し
て
ラ
ツ
サ
ル
の
運
動
は
勞
働
者
の
階
級
的
自
覺
を
'促
が
す
と
同
時 

の
自
覺
も
亦
之
に
曲
て
痛
切
に

3

れ
た
。
此
歷
史

.的
過
，程
を
促
し
左
所

R

彼
の 

の
意
味
を
有
つ
の
で
あ
る
。
賃
銀

.鐵

則

や

生

產

組

合

の®^
命

ば

必

し

も

深

く

問
 

. 

Z
u

 

Breslau 

ein 

Kirchhof, 

t
i
n

 T
o
d
t
e
r

 

i
m

 

G
r
a
b

 

; 

b
o
r
t

 

s
c
h
l
c
m
m
e
l
t

 

der 

eine,

热
十
一
怨

(
1

三
四

三)

論

說

フH

ル
デ
ナ
ン
ド
®
ラ
ン
サ

ル
と
獨
逸
勢
働
潘
站
卜

^
.

フ
ル
ト
_
領 

>
0
,と
す

r
T

義 の ッ  

あ で サ

るあノレ

ふ 事 に 生  

を 業 市 れ  
耍 は K It

せ 眞 階 の 民 乙 る を
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九



H

;v
デ
ナ
ン
ド
•
ヲ
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サ
ル
と
獨
逸
勞
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希
馆
十
號

九
四
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I

卷
.
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三四四

)

 

'論
澈

 

、

D
ol
r
c/cllwcrt

d
n
s 

gab*

此
意
味
に
於
て
獨
逸
勞
働
蓊
は
今
日
も
猶
ほ
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